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斎藤 譲: 北海道の南端付近でクロミ Jしを記録 Yuzuru SAITO: A record of 

Codium d切αパcαtumHOLMES near the southernmost point of Hokkaido 

1976年 7 月 21 日， 北海道函館の西部に {~Lj泣する知 I}~ 今回得られたクロミノレは，かなりの南方系種であり ，

IIIJの涌元(北総41皮34分， J't!筏 140度25分)沖 3km， 採集されたのが 30m以|と深いので. liiil旦lの考察に

水深 30-35m にしかけられた低出IJ網で数個体の 役だっ新しい資料を加えたもの，といえるのではなか

Codium dival'icat山 11HOLMES ?ロミノレが係集され ろう か。

た。 )II~大の個体 (写真の右 (HlJ のもの)で ， 長さ 25 cm， 

と'れも未熟で.Jj包裂は太さが 160-330μ111，長さ 750同

900μm に述し， 先端は丸く，その j:(il分の訓11胞IJffi iJ ; ~I "

月形にIJEJ享しているのがめだっ。

同時に採れた多数の Nitophyllumyezoensis (YA 

MADA & TOKIDA) MIKAMI アツバ久シギヌは小石

に着いたものもあったが， クロミノレの方にその様なも

のは見らhなかったので，iW{担任してj仁七 したものでは

ない，との隊司;を欠くとはいえ，いきい きしたあざや

かな色彩や，数{間体が向H寺に係れたこと，などから考

えるならば，この水域で生育したもの， と見るのが妥

当なのではなかろ うか。

iJ-I 旺1(1942)は，木下虎一郎氏が松前の西約 20km 

にある日本海の小島で，潜水によって採まじしたiirf.miを
しらベ，合計62i盃を報告したが，南方系と!忠われる ア

タリンアミジ，サブダグサ，アオワカメ， ヒラキント

キ，キヌゲグサ，カザシグサ等は水深 17-33m から

1ぜられ，ユカリ，キヌタノレス，ヤ レウ λ パノリ，イソ

ハギ等は浅所で見られず，打ち揚げられたものだけだ

ったことに注目し， r南方系の種の深所て'の生育に注

:rd:-J-べきJと述べた。斎藤 (1972)はその理由として，

日本海沿岸を蛇行 して北 tする対鳥海流の本邦寄りに

は右巻き渦流が誘発されるので，北半球の右巻き渦流

は下降流を生じ 山111(1942)の述べた r1:1本海沿岸

て‘は南方系の海1&;は深所に生育する」とし、う結果を招

いた， と考えた。

Fig. 1. Codium divaγicatum HOLMES col-

lected on July 21， 1976， from the depth of 30-

35 m， off Wakimoto， Shiriuchi-Machi， near the 
southernmost point of Hokkaido. 
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